













































































とてもあてはまる ３：すこしあてはまる ２：あてはまらない １：ぜんぜんあてはまらない」であった。
ｄ．自尊感情尺度（山本・松井・山成、1982） １因子構成の10項目で構成されており、５件法の回答が用意され




てはまる ３：どちらともいえない ２：あまりあてはまらない １：まったくあてはまらない」であった。
ｆ．存在受容感尺度（高井、2001） 本研究では「他者からの受容感」（以下、他者受容）因子のみを使用した。
６項目で構成されており、５件法の回答が用意されていた。選択肢は、「５：とてもあてはまる ４：ややあては
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クラス発表グループワークペアワーク
不得意肯定承認忌避安心肯定承認忌避安心肯定承認
*.36*.35*.29－.06*.35*.30－.07*.39英語スピーキング不安
.18.15*.30*－.20.17*.32－.18*.23否定的評価懸念
.18*.21.15－.07*.24.16－.04*.22情動的反応性
.10.04.17－.08.08.19－.08.08対人関与の苦痛
－.09.07*－.23*.24－.01－.14.12－.01自尊感情
.13.12－.16.17.04－.04－.01.00自己受容
*.31.18－.18.11.04－.10.07.12他者受容
*p<.05,*p<.01
表４ 共有体験尺度と諸変数との関連（ｒ）（ｎ＝99～102）
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